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症例 3. 26才 男
布と葉空洞F 発病後半年で気胸p 約6カ月膿胸， 1
年5ヵ月後手術．























われた ductus hep a ticaの入仁1からとブ互に石が詰まっ
ていたからで、ある．然し•ti：の症例も亦再発するかも知
れJしそれで
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法：主試みる価値があると考える．侵襲がや，.j邑えとな




























































Multiple Liver Abscesses Following・ Biliary Tract Surg・ery 




多発性肝膿擦は普通，門店主部に於ける感染に依り惹 叉24~長 Thorotrast 75cc注入に依るX線写真爆影，
起きれ，過去に於ては屡々致命的でその死亡率は95～ 及び勝管路へ Catheterを注入してある場合の Diod-
100%と報告されて居るが， 最近， 抗生物質の使用に rast滴下に依る肝臓部のX線！写真撮影も補助診断とし
依り死亡率は低下した．本例では A.M,S.M, T.M, て大いに用うべき方法だと考える．
C.M，及び大量の p.を使用し， 回復治癒している． （花房節哉抄訳）
多発性肝膿湯の診断は一般に困難ではなし Charcot 
Prog・ress in the Tre::itment of Carcinoma of the Prostate 
Edward H. Ray T¥I. D., Ann.。fSurg., 139, 1954. 
約20年前迄は前立腺癌l二えすしては，Cystostomyに の手術tこよって， Orcni号cto:nyによって第一刻i屋行変









Criteria for the Selection of the Level of Amptation f。rlschemic Gang・rene. 

























Surg・ical Manag・ement of Ulcerativ Stasi自 Diseaseof Lower Extremities 




































八rch.of surg. 168, 757, 1954. 
術前処置として，消炎及び浮腫抑制を為し，次いで
潰場部の根治的，広範な切除を行い，実の後に全層皮
腐を移植する．此れ：こは多くの裂孔を作り，同腿の前
方部より採集せる厚さ 0.012～0.016インチの皮膚を用
いる．向止けもに先立ちp 程度の軽いものには伏在静肢
の結主主を行って時に効果を見るが永久的効果は少な
い．又浮腫の抑制は治癒に重要な意義を持つが，高度
な浮腫に対しては Lintonetc.による股静脈，膝静拐、
の結恐が良好な様に思われる．
臨床結果
筆者は過去五年間下肢の鯵滞性潰湯に以上の治療法
を行い，総計54例（患者51人）中成功例目例（患者31人）
の結巣を得た． （倉田昌彦）
に， 「明治時代の大学卒業生は，いやしくも学問で
身を立てよ5と志す者は3 皆20代は外国語に専心
しJ 30代1土自分の将来の仕事♂〉蒸発’を作孔 40代は
自分の仕事をし＇ 50代以後は自分の仕事をまとめる
積りで人生のプランを立てていたようだ」と．確か
にこの言葉には一理があるのではないかと思われ
る．白木人の平均寿命が長くなった今日，叉長い戦
争による我々白木人の空白時代を計算｛こ入μれば，
如何に多忙な世の中とはいえ3 ごの10年ず Lの区切
りを15年ずけと引伸ばして自分の一生のプランを考
えて見てはどうであろうか？
0外国語の話になった序どが，外科宝画に欧文原著が
目立って多くなって来た．而もその欧文も非常に立
派なものになって来た．論文の国際性という点il'ら
考えて誠に喜ばしい限りである．
0立派な権威ある雑誌を編絹するということは突に骨
の折れる難しい事であら．外科宝目白も現状で決して
満足している訳ではない．外科宝函をもっと立派な
外科の学術雑誌にしたい一一之は我々編輯者一同し、
つも考えている事であ三九会員諸兄の御技稿を切に
希望します．
（半国軍）
